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   There are difficult problems in the management of urinary calculi associated with infec-

tions. Stones associated with infections are not only infection stones such as struvite stones, 

but also other kinds of stones such as calcium oxalate. Therefore, from practical view points, 

bacteriological studies should be carried  out  on urinary calculi associated with infections as 

a whole. 

   We investigated 120 cases of urinary calculi associated with infections with special 

reference to bacteria on the stone surface, within the stone, compositions of the stone and 

permeation of an antibiotic into the stone. 
   Proteus was isolated most frequently from the urine, followed by E. coli and Pseudomonas. 

These bacteria were isolated from the stone surface, although the incidence of Proteus 

mirabilis was higher than that in the urine. Bacteria were isolated in 25 of the 33 

specimens of the inside parts and in 12 of the 12 stones of MAP and MAP plus other 

components. Proteus mirabilis was found in 7 of the 12 stones. Bacteria were isolated from 

the inside of 9 of the 16 stones of CaP and CaP plus other components and Proteus mirabilis 

was found in 6 of these 9 cases. Pseudomonas was isolated in 2 out of the 7 stones of CaP 

plus  CaOX and its growth was seen in 5 specimens. 
   The incorporation of an antibiotic,  Cefmetazole, into the stone differed greatly with 

each stone. There were some cases in which the concentration of  Cefmetazole in the inside 

was less than 5% of that in the outside. 

   Stones may function as a sanctuary for organisms and may protect these organisms. 

Key  words  : Urolithiasis, Infection, stone culture,  Cefmetazole

緒 言

感染をともな う尿路結石は2つ の面から考え検討さ

れねばならない.ひ とつは尿路結石の原因としての要

素であり,他 のひとつは治療上の問題としてである.

Gri缶thDに よると,感 染が尿路結石の原因となる

ことはHippocratesが すでに指摘 してお り,腎 周囲

膿瘍の ドレナージや水の多量摂取をすすめていたとい

う。また,近 代になってからでも,1817年 にMarcet

は アソモニアを産生する尿路感染と結石発生との関連

を指摘 しているという,

現在,尿 路結石で感染が原因と考えられるものは15

～20%あ るといわれてお り1)
,わ が国で近年おこなわ

れた全国調査2)で も,リ ン酸マグネシウムアンモニウ

ム結石ないしはその混合結石は,全 尿路結石の14.4%

であった。しかし,こ の調査ではcarbonate-apatitc

は分析されていないので感染石の頻度は実際には これ

より高いと思われる.

このように尿路感染は結石の発生とい う面から重要

な意味をもつが,い っぼ う,感 染をともな う結石は治

療の面でも問題が多い.す なわち,結 石に感染が合併

すると抗菌剤の投与のみで完治させることはほとんど
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不可能となる。また,結 石を除去する手術をした場合,

結石の残存があれば感染が存続することが多 く3》,感

染は結石を増大せしめ,結 石という異物の存在は感染

の増悪をきた し抗菌剤の効果を減弱させる。つまり悪

循環が成立し感染と結石の再発を繰 り返 し,つ いには

腎機能の廃絶を招くこともある.

ウ レアーゼ産生細菌の感染が原因で発生 した結 石

〔struvitestone(MgNH4PO4・6H20)とcarbonate-

apatite(Cal。(PO4)6CO3)で あ り,以 下感染石 と呼

ぶ〕について細菌学的研究はなされているが4・5),感

染をともな う結石について細菌学的に研究された報告

は少ない.

われわれは京都大学医学部泌尿器科,京 都府立医科

大学泌尿器科,滋 賀医科大学泌尿器科およびその関連

病院において,尿 路感染をともなう結石症につき,尿

および結石の細菌学的検討,と くに結石の表層と内層

部の細菌につき調べ結石成分との関連につき検討した.

また,抗 生物質の結石内への浸透などについても検

討 した.

本稿において,こ の共同研究により得 られた結果を

総括して報告する.

対象症例および研究方法

われわれの研究グループに属した病院の泌尿器科に

おいて,1980年1月 より1982年3月 の2年3ヵ 月間に

治療 した尿路結石患者のうち尿路感染をともなうもの

を対象とした.感 染の診断は尿培養で細菌数104/m1

以上,ま たは尿沈渣で400倍 視野に白血球5個 以上認

められるものとした.

A.細 菌培養

尿培養は各施設検査部においておこなったが,結 石

内細菌培養はすべての標本につき,京 都微生物研究所

において下記のごとくおこなった.た だし,結 石が小

さいかあるいは他の理由で表層と内層に分けて検査で

ぎないものは全体 として培養し,集 計では表層培養と

した.

結石の細菌検索法

1)結 石表層細菌検索=手 術により摘出した結石をブ

イヨン液ですす ぐ,そ のブイヨン液を平板法により

検査および同定す る.

2)表 層細菌の殺菌;表 層細菌検索後,プ ロピレング

リコールに10分 間つける.10分 後 とりだし,1)の 方

法で結石表層細菌検査をし,無 菌になったら次へ進

む.菌 が検出されたら,無 菌になるまで2)の 操作を

おこなう.

3)結 石を生理的食塩水につけ,プ ロピレングリコー
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ルを洗い流す.

4)結 石 を無菌的に中心を通る面で2つ に 分 割 す る

(メ スと金鎚を使用).ひ とつは成分分析,他 のひと

つは結石内層細菌検査に用いる.

5)結 石内層細菌培養:中 心部を通る割面を有する結

石をブイヨン液中にて掩搾する.そ の液を平板法に

より検査および同定する.

B.結 石成分の分析

赤外線分光分析に よった.

C.抗 生物質の結石内への移行

抗生物質としてCefmetazole(以 下GMZと 略)

を用いた.CMZの 測定はBioassayお よび高速液

体 クロマ トグラフィー法によった.結 石はすべて腎結

石を用いた.

CMZの 結石内への浸透性の検討は,下 記のごとく

おこなった.

CMZの 腎結右内への浸透性の検討方法

測定法:薄 層Disc法 に よる標準曲線法

試waca=MicrococcusluteusATCC9341

培 地;Heartinfusionagar(栄 研)

実験方法

腎結石

↓

1%Phosphatebuffer(pH6,0)中 に浸漬

↓(減 圧下でi週 間)

ろ紙上に取 り出し余分な水分を取る

↓

1mg/mlのCMZ溶 液 に浸ける

↓4時 間

ろ紙で余分な水分を取る

↓

周囲をけず り取る(約1～3mm)… …(外側検体)

↓

残 り ……(中心部検体)

抽 出操作(氷 冷しながらおこなう)

検体重量秤量

↓

重量 と等量か2倍 量のBufferを 加える

↓

ホモジナイズ(ポ リトロン:約1分)

↓

遠心分離

↓3000r.p.m./10min

上澄液

(試料液)
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Tabel1.尿 中 細 菌

成 績

A.対 象 症例 の性 別 ・年 齢 別 ・部 位 別分 布

Fig・1に 示 す ご と く,男 子49例,女 子71例 計120例

で あ り,男 女 比 は11.4と 女 子 に 多 く年 齢 別 分 布 は

50歳 台に も っ と も多 く,つ い で40歳 台,60歳 台 の順 で

あ った.

結 石 の部 位 別 分 布 は,腎 結 石87例(72.5%),尿 管

結 石20例(16.7%),膀 胱 結 石13例(10.8%)で あ っ

た,

B.細 菌 学 的 成 績

1)膀 胱 尿 の細 菌 培 養 成 績

120例 の対 象 患 者 の うち細 菌 培 養 で104個!m1以 上

の菌 検 出 例 は79例(65.8%)で あ った.同 定 しえ た菌

株 は101株 で あ り,そ の 内訳 はTable1に 示 す とお り

で あ る.Proteusmirabilis21株(20.7%)で も っ と も

多 く。 つ い でEcoli19株(18.8%),Pseudomonas

aeruginosa7株(6.9%),S彦aPh"lococeusaureus5株

(5.0%)の 順 で あ った.な お 菌 数103個/ml以 下 は菌

陰 性 と して 同 定 を お こ な って い な い.

2)結 石成 分 と結 石 内細 菌 培 養 結果

結 石 を 摘 出 し赤外 線 分光 分 析 で成 分 を分 析 した の は

92個 で あ るが,リ ン酸 マ グ ネ シ ウ ムア ンモ ニ ウ ム(以

下MAPと 略)お よびMAPを 含 む 結 石 は26個(28・3

%)リ ン酸 カル シ ウム(以 下CaPと 略)お よび そ」れ

を含 む も の48個(52.2%)で あ った,ま た シ ュ ウ酸 カ

ル シ ウム(以 下GaOXと 略)お よび それ を 含 む もの

は14個(15.2%)で あ った.炭 酸 カル シ ウム(以 下

CaCと 略)単 独 の もの は認 め られ な か った(Table2).

Staphylococcusau「eus

Staphylococcusepidermidis

Staphylocoecussp

Streptococcusfaeoalis

Enterococcus

G.P.

E.coli

Citrobacterfreundii

Klebsieliapneumoniae

Enterobactercloaoae

Enterobacterag9[omerans

Serratiamarcescens

Serratialiquefaoiens

Proteusmirabilis

Proteusmorganii

Proteusrettgeri

Proteusvulgaris

Pseudomonasaeruginosa

Pseudomonascepacia

Alcaligenesfaecalis

Achromobaoterxylosoxidans

Flavobacteriummeningosepticum

Yershinia

G.N.B.

Bacteroides

Fungi

5

3

1

6

4

1

19(18鰯8)

:

;
1}-
li(6'9)

i
total 101

Table2.結 石 成 分

Oomposition No.ofStones(%)

患

者2
5数

20

15

10

5

MAP

MAP十CaP

MAP十CaC

MAP十CaOX

19

4

2

1

SubTotal 26(28.3)

口 男

囮 女

笏

多
吻

警

彦笏

%

多

%
物

勿髪

笏

CaP

CaP十CaC

CaP十CaOX

CaP十CaOX十CaC

13

11

23

1

勿

霧

笏

笏

SubTotal 48(52.2)

CaOX

CaOX十CaO

13

1

SubTotal 14(15,2)

Uricac回

Cystine

2

2

髪
%

笏

Total 92(100.0)

凋

～1920～2930～3940～4950～5960～6970～ 年齢

Fig.1,対 象 症 例 の 性 別 ・年 別 齢 分 布

なおこれらの結石はいずれ も1症 例に1個 の結石で

ある.

結石の細菌培養結果は,表 層では90個 中48個(53.3

%)に 細菌が検出され,成 分別細菌検出率はMAPと

その混合結石は22個 中17個(77.3%),CaPと そ の混
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Table3.結 石 細菌培養 と結石成分

Composition No.of

stones

No.ofStonesinfected

surfaoe(%) inside(%)

MAP

MAP十CaP

MAP十CaG

MAP÷CaOX

15

3

3

1

12/15

3/3

2/3

0/1

9/9

2/2

1/可

0/0

SubTotal 22 17/22(77.3) 12/12(100.0)

OaP

CaP十CaC

CaP十CaOX

CaP十CaOX十CaC

12

9

18

2

10/12

3/9

5/18

2/2

5/5

4/4

2/7

0/0

SubTotal 41 20/41(48.8) 11/16(68.8)

CaOX

CaOX十CaC

14

1

7/14

0/1

1/3

0/0

SubTotal 15 7/15(46.7) 1/3(33.3)

Uricacid 2 1/2 0

Cソstine 2 0/2 0

Unknown 8 3/8 1/2

TotaI 90 48/90(53.3) 25/33(75.8)

Table4.結 石 表 層 よ りの 分離 菌 Table5.結 石 内層 よ りの 分 離菌

Bacteriaonthe
surfaceofstones

No.ofstones

(%)
Bacteriawithinthestones

No.ofstones

(%)

Proteusmirabi[is

ProteusmorganlI

Proteusvulgaris

E.coii

Pseudomonasaeruginosa

Streptoooccusfaecalis

StaphyloGoccusepidermidis

Staphylococcusau「eus

Acinetobactoranitratus

Bac}1[ussp.

Serratiamarcescens

Klebsiellapneumoniae

Citrobacterfreundii

Alcaligenesfaecalis

Enterobactercloacae

2i[3}ill}
1恥・

li{i;!i

!昌:1;

}(1.,)

i

Proteusmirabilis

Pseudomonasaeruginosa

Pseudomonasputida

Bacillussp.

E.coli

Enterobactercloacae

Staphylococcusepidermidis

Citrobacterfreundii

Acinetobacteranitratus

13(52.0)

4(16.0)

1(4.0)

2(8.0)

1(4.0)

1

穿

1

1

Total

Total

25(100.0>

58(100,0)

合 結 石 は引 個 中20個(48.8%)で あ った.

CaOXと そ の混 合 結 石 では15個 中7個(46.7%)

に 菌 が 検 出 され た(Table3).

内 層 で は33個 中25個(75.8%)に 細 菌 が 検 出 され,

結 石成 分 別 に はMAPお よび そ の混 合 結 石 は12個 中

12個(100.0%),CaPお よび そ の 混 合 結 石 は16個 中lI

個(68,8%)に 細菌 が 認 め られ た.CaOX結 石 の 内

層 か らは3個 中1個 に菌 が検 出 され た(Tablc3).

表層 よ りの 分離 菌 は58株 で あ り,そ の うち22株Pro一

teusmirabilisで もっ とも多 く,つ い でE.coli8株

(13.8%),Pseudomonasaeruginosa7株(12.1%)で

あ った(Table4).

ま た,1種 類 の細 菌 を 分 離 した 結石 は38個(80.9

%),2種 類 は8個(17.0%),3種 類 の細 菌(Proteus

mirabilis,ProteUSmorganii,Pseudomonasaeruginosa)

を 分 離 した結 石 が1個 あ った.内 層 よ りの 分 離 菌 は

Table5に 示す ご と く25株 中Proteusmirabilish:も

っ と も多 く13株(52.0%)で あ り,つ い でPseudomonas

菌5株(20.0%)で あ った(Table5).

表 層 お よび 内層 の 両 面 か ら菌 を分 離 で きた の は22個

(66.7%)で あ った が,菌 種 が 同 じで あ った のは14/22

(63.6%)で あ った,残 りの8個 は,1個 のみ 表 層 が
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Table6.結 石内層 よりの分離菌と結石成分

ComPOSItion

Bacteria

MAPMAPMAPMAPCaPOaPCaPCaOXNot

CaPGaOXCaCGaGCaOXanalysed

Tota1

Proteusmirabilis 6 1 3 3 13

Pseudomonas

(aerugL4,putkla1)

1 2 1 1 5

Bacillussp. 1 1 2

巳coli 1 1

Citrobacterfreundii 1 1

Enterobactercloacae 1 1

Staphy「ococcus

epidermkdis

1 1

Acinetobacter

anitratUS
1 1

No.growth 5 2 1 8

Total 9 2 2 1 5 4 5 3 2 33

Table7.invitroで のCMZの 結 石 内へ の浸 透

No.Case
surface

(μ9/9)

inside

(μ9/9)

rate(i/S)

(%)

　め　　

analysis

1

2

3

4

5

6

7

8

S.l

S.l

EY

T.Y

y.S

H,N

A.T

S.丁

41.6

104.0

146。0

12.6

156.0

52.0

43.6

36.0

31.4

22.6

17.6

2.7

50.0

1.0

22.8

1。6

75.5

2L7

12.了

21.4

32.1

1.9

52.3

4.4

MAP

CaP

CaP十CaOX

CaP

MAP十 〇aP

CaP

MAP十CaP

　　　　

(±SD,)

74.0

(±54.1)

18.7

(±17.1)

27.7

(±25.2)

E.cotiで あ り内 層 はPアoteusmirabilisで あ った が,

他 の7個 は外 層 よ り3種 類 の菌 が 分 離 され た のは1個,

2種 類 の も のが6個 あ り,こ れ らの 内 層 よ りの分 離 菌

は いず れ も表 層 よ り分離 され た 菌 の 中 に あ る も の と同

じ種 類 で あ った.内 層 よ り複 数 株 細 菌 が 分離 され た も

の は なか った.内 層 よ りの分 離 株 と結 石成 分 の関 係 を

Table6に 示 した.MAP結 石 お よび 混合 結 石 は14個

あ った が,う ち7個 よ りProteusmirabilisが 検 出 さ

れ た.し か し,Pseudomonasも2個 よ り検 出 され,E,

coli,Citrobacterfreundii,Enterobactercloacaeカ ミ検 出

され た の も1例 ず つ あ った.内 層 よ りの細 菌 検 出陰 性

の もの は7例 と もCaOXお よびCaOX+CaPで あ

った.CaOXで1個 か ら細 菌 が 検 出 され たが,Bacil-

lusspで あ っ た(Table6).

3)抗 生物 質 の結 石 内へ の 浸 透

invitroに お け るCMZの 結 石 内 へ の移 行 はTable

7に 示 す ご と く,一 定 の傾 向 は認 め られ な い.

表層 と内層 のCMZ濃 度 比が100:75,5の もの か ら

100:1.9の も の まで あ る.な お,症 例1,2,4は,

術 前3～5日 目か らcMz1～29/dayが 投 与 され た

例 で あ る.

考 察

本研究において対象としたのは感染をともな う結石

症である.そ れにはウレアーゼ産生細菌の感染により

生ずる感染石 も含まれていることは,結 石成分分析で

MAPお よびその混合結石が28%あ ることからもあき

らかである.感 染と結石の発生を検討する場合には感

染石のみを対象とすればよいが,日 常の診療において

経験するのは感染をともな う結石であり,感 染石はそ

の中に含まれたものであることを明確にしてお くこと

が本研究の結果を考察するのに必要と考える,

一般尿路結石の男女比は2
.4・1と 男子に多いが2),

われわれの対象症例120例 の男女比は1=1.4と 女子

に多い.こ れは尿路感染の頻度が女子に高いことを考

えるとき,当 然のことであるといえよう.

また部位は腎結石72.5%,尿 管結石16.7%,膀 胱結

石IO・8%で あ った.尿 路結石一般の部位別頻度は上部

尿路結石は95%で,下 部尿路結石は5%に す ぎない2》.

われわれの症例では腎結石と膀胱結石が多 く,尿 管結
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石 が 比 較 的 少 な い の は,感 染石 が 腎 と膀 胱 に 多 く尿管

に 少 な い こ との反 映 で あ ろ う.

対 象 症 例 を結 石 を有 し,膀 胱 尿 の培 養 で細 菌 数104/

ml以 上 また は 尿 沈 渣 で 白血 球5個/視 野 の 膿 尿 で あ

る こ とに した が,膀 胱 尿 よ り菌 検 出率 は79/120(65.8

%)で あ った.こ れ はす で に抗 菌 剤 の投 与 を うけ て い

る場 合 と,白 血球5個/視 野 の膿 尿 が 感 染 以 外 の 炎 症

に よ る もの も少数 例 は 含 まれ て い る可 能 性 もあ る.

膀 胱 尿 よ りの分 離 菌 株 は101株 あ っ た が,Pr・teus

mirabilisが も っ と も多 く,一 般 の尿 路 感 染 症 の 起 炎菌

と異 な った 分 布 を示 して い る,

細菌 を ウ レア ー ゼ産 生 とい う観 点 か ら,ウ レア ー ゼ

を産 生す る もの が60%以 上 あ る菌 群(urease(+)菌

と略),10～60%あ る菌 群(urease(±)菌 と略),0

～IO%の 菌 群(urease(一)菌 と略)と 分 け る と,

urease(+)菌 はProteusvulgaris,Pr・teusmirabilis,

P70彦eUSmorgani'i,P70励5γ8彦tgeri,Providenciaatcali-

faciens,Providenciastuari,i(tebsiellaPneumoniaeで

あ り,urease(±)菌 はPseudomonasaeruginosa,

Serratia〃zαrce∫cens,urease(一)菌 は,Seア アα彦ialiquefa-

ciens,Enterobacteraerogenes,Citrobacterfreundii,E・

coliで あ り他 は 不 明 で あ る.と くに グ ラ ム陽性 菌 に つ

い て はStaPh"lococcusalbusは ウ レア ー ゼ産 生 菌 と思

わ れ るが,そ のほ か は ほ とん ど検討 され て いな い.

上 記 の分 類 で膀 胱 尿 よ りの 分離 菌 を分 け る と,urea-

se(十)菌34.7%,urease(±)菌10.9%,urease

(一)菌19.8%で,urease産 生不 明菌 は34.7%で あ る.

感 染 を と もな う結 石 の場 合,urease産 生 菌 が 多 い こ

とを物 語 って い る.

結 石 表 層 の 培 養 で は90個 中48個(53.3%)に 菌 が検

出 され た.MAP結 石 では77.3%,CaP結 石 で は48.3

%,CaOX結 石 で は46.7%に 菌 陽性 で あ り,MAP結

石 にや や 多 い傾 向は あ るが,結 石 成 分 に よ り大 差 が認

め られ な い.

菌種 で はProteusmirabilisが も っ と も多 く(膀 胱 尿

の 分離 菌 に お け る率 と比 較 して 有意 に 多 い),つ い で

E.coliで あ った.こ れ は膀 胱 尿 よ りの分 離 菌 のパ タ

ー ンと よ く類 似 して い る.し た が ってStameyら4)

も述 べ て い る よ うに,結 石 の 表 層 よ り分 離 した 菌 の多

くは尿 路 感 染 の 起 炎 菌 のcontaminationと 思 わ れ る.

結 石 内 層 で は33個 中25個(75.8%)よ り菌 が 検 出 さ

れ た.MAPの み の結 石 では9個 中6個h:Proteusmi-

rabilisで あ ったが,Pseudomonasaerugino∫a,E・coli,

Citrobacterfreundiiが1個 ず つ あ った,す な わ ち

urease(一)菌 も あ った と い うこ とで あ る.Pseud・-

monasaerugino∫aは ウ レア ー ゼ産 生 菌 で あ る可 能 性 で
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説 明 で きる が,E.aoliはurease(一)菌 で あ る.こ

れ は た とえ ばProteusmirabilis}こ よ りstruvitestone

が で きて か ら抗菌 剤 に よ る治療 が お こ なわ れ,Ecoli

は そ の 後再 感 染 した 起 炎 菌 で あ った 可 能 性 が あ る.

Citrobacterfreundiiに つ い て は ウ レア ー ゼ産 生 能 の有

無 を 検 討 してみ なけ れば な らな い.

CaPお よび そ の混 合 結 石 は14個 中6個 よ りProteus

mirabilisが 検 出 され て い る.CaP結 石 に はCaHPO4,

Ca1。(PO4)6・(OH)2,Calo(PO4)6・CO3な どの 可能

性 が あ る.こ の うちcarbonatc-aPatiteがstruvite

と同様 感染 石,す な わ ちurease産 生 菌 感 染 に よ り生

ず る と考 え て よい.し か し赤 外 線 分光 分 析 で は この区

別 は で きな い.つ ま り,CaP結 石 に は 感 染 石 とそ うで

な い ものが 含 まれ て い る.GaPの み よ りな る結 石3

個,CaP+CaG結 石3個 のい ず れ か ら もProteusmi-

rabilisが 検 出 さ れ て い る こ と に よ り,carbonate-

apatiteで あ った と推 定 で き る.

い っぽ う,CaP+GaOX7個 の うち5個 よ りは,

菌 を 検 出 され ず,CaOX3個 よ り1個 に お い てBacil-

lusspが 検 出 され てい るの み で あ る.ま た 結 石 内層

よ り分 離 され た菌 はP70蜘 ∫mirabilisが もっ とも多 く

13/25(52.0%)で あ った が,urease(+)菌 以外 の も

の も少 な くな い.

結 石 内層 の 菌 の 検 索 よ り,感 染 石 では や は りProteus

mirabilisが 主 役 を演 じて い る こ と,ま た 感 染 石 では

全 部 が 内層 に 細菌 存 続 して い るが,Proteusmirabilis

以外 の菌 も存 在 す る こ と,CaOXで は 内層 に 細 菌 が

生 存 す る こ とが少 な いな どが あ き らか とな っ た.

結 石 内へ の 抗 生物 質浸 透 に つ い て の 研 究 は著 者 の知

るか ぎ りで は な い.抗 生 物 質 と してCMZを 選 んだ の

は,こ の 薬 剤 がProteusmirabilis感 染eこ著 効 を示 す

例 が 多 い こ とに よる.CMZの 結 石 内 へ の 浸透 は,実

に さ ま ざ まで非 常 に 浸透 しや す い もの か ら,内 層 に は

ほ とん ど浸透 しな い もの ま であ る こ とが あ き らか とな

った.

尿 路結 石 症 で感 染 を と もな って い る と治療 上,多 く

の 問題 が生 ず る.ま ず 結 石 の 存 在 に よ り腎機 能 が 低 下

して い る と,抗 菌 剤 の患 側 尿 へ の排 泄が 低 下 す る.ま

た起 炎菌 もPseud・m・nasな ど薬 剤 抵 抗 性 の菌 が 少 な

くな い.そ う して結 石 内 細 菌 の存 在 で あ る.

た しかに 感 染 石 の症 例 に 抗 生物 質 を長 期 間投 与 させ

る こ とに よ り,尿 路 感 染 再 発 の頻 度 を減 少 させ る こ と

は で き よ う6・7).し か し,結 局 は 感 染 は 再 発 す る.

こ の理 由 は,わ れ わ れ の 研究 か らも あ き らか な よ う

に,結 石 の 内層 や 中 央 部 に も細菌 が存 在 し,抗 生 物 質

は中 央 部 へ 浸 透 移 行 しに くいか らで あ る.抗 生 物 質
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の投与により結石の表層を無菌的にす ることができる

が,内 層はできない8),

このように考察 してくると,結 石が細菌 に と って

sanctuaryと なっている可能性が考えられる.こ れは

感染石はもとより,結 石一般についていえることであ

ろう.

感染をともな う尿路結石の治療は困難な点が多いが,

もっとも重要なことは結石を完全に除去することと,

術前後の適正な化学療法であるといえる.

結 語

感 染 を と もな う結 石 症 例120例 に つ い て細 菌 学 的 検

討 お よび 抗 生物 質 の結 石 内移 行 に つ い て検 索 しつ ぎ の

よ うな 結 果 を 得 た.

1)120例 の 対 象症 例 の うち104/ml以 上 の菌 検 出例 は

79例(65.8%)で あ った.同 定 しえ た菌 株 は101株

であ り,Proteusmirabilis21株(20.7%)つ い で

E。coli19株(18.8%),Pseudomonasaeruginosa7

株(6.9%),StaPh210ceccusaureus5株(5.0%)で

あ った.

2)結 石 成 分 を 赤 外線 分光 分 析 した の は92個 で あ っ た

が,MAPお よび そ の混 合 結 石26個(28.3%),CaP

お よび そ の 混 合 結 石48個(52.2%),CaPお よび そ

の混 合 結 石48個(52.2%),CaOXお よび そ の混

合 結 石14個(15.2%)で あ った.

3)結 石 表 層 か らは,90個 中48個(53.3%)に 菌 が 検

出 され た.分 離 菌 は58株 あ り,Proteusmirabilis22

株(37.9%),E.coli8株(13.8%)Pseudomonas

aeruginosa7株(12.1%)で あ った.

4)結 石 の 内層 か らは33個 中25個(75.8%)に 細 菌 が

検 出 され,分 離 菌 株 は25株 あ り,Proteusmirabilis

l3株(52.0%),Pseudomonasaeruginosa4株(16.0

%)で あ った.

5)結 石 内層 の 分離 株 と結 石 成 分 の 関 係 を あ き らか に

しえ たMAPお よび そ の混 合 結 石14個 で あ り,そ の

うち7個 よ りProtettSmirabilisが 検 出 され た.し か

しPseudomonasも2個 よ り検 出 され,E.coli,Citro・

bacterfreundii,Entero6actarcloacaeが 検 出 され た の

も1個 ず つ あ った.

CaP結 石 では5個 中3個,CaP+CaC結 石 で は

4個 中3個 よりProteusmirabilisが 検 出された.

内層 よりの菌検出陰性のものは8例 あったが成分

不明1例 をのぞ き7例 はすべ てCaOXお よび

CaOX+CaP結 石であった.

6)CMZの 結石内への浸透についてinvitroで 調

べた結果では,一 定の傾向は認められず,外 層 と内

層のCMZ濃 度比が100=75.5の ものから100:

1.9の ものまであった,

7)結 石に感染が合併した場合,結 石は細菌に とって

一一Ptのsanctuaryと な っている可能性が示唆され

た.

CMZの 測定をしていただいた三共株式会社中央研究所学

術部に謝意を表します.
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